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令和２年３月定例会は、市長から提案された
３４議案（人事２件、条例１３件、予算１５件、
その他４件）と請願書、意見書について審議
しました。

議 案

委 員 会 報 告

令和２年度　一般会計予算等

各常任委員会が議案を審査

２

４

代 表 質 問

各会派が施政方針等について聞きました

議員がそれぞれのテーマについて聞きました

７
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令
和
2
年
度

一
般
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し

新年度の一般会計予算は、前年度当初予算に比較して、４，１００万円増額
の予算が組まれました。

（可決・別表）

歳　　入� （単位：千円）
市 税
譲 与 税・交 付 金 な ど
負 担 金・使 用 料 な ど
国・ 県 支 出 金
そ の 他
市 債

…
…
…
…
…
…

13,481,400
2,092,325
1,130,868
5,470,113
2,039,094

899,200

合  計… 25,113,000

歳　　出� （単位：千円）
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

187,687
2,326,977
9,458,642
2,080,828

51,523
332,406
433,102

2,087,701
1,223,562
3,196,787
3,723,785

10,000

合  計… 25,113,000

市　税
53.7
%

総務費
9.3%

教育費
12.7%

公債費
14.8%

民生費
37.7%

衛生費
8.3% 労働費 0.2%

農林水産業費
1.3%

土木費
8.3%

商工費 1.7%

消防費
4.9%

譲与税・
交付金など
8.3%

負担金・
使用料など
4.5%

国・県支出金
21.8%

市　債
3.6%その他

8.1%

議会費
0.8%

予備費
0.0%

歳 入

歳 出

令和２年度　特別会計当初予算 （単位：千円）
特別会計名 予算額 前年度当初予算 増減 採決結果

土 地 取 得 387,842 540,025 −152,183 可決・全
国 民 健 康 保 険 5,767,094 5,305,520 461,574 可決・別表
後 期 高 齢 者 医 療 661,138 611,676 49,462 可決・別表
介 護 保 険 3,728,146 3,699,979 28,167 可決・別表
墓 地 公 園 5,273 5,953 −680 可決・全
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業 栗 東
新 都 心 土 地 区 画 整 理 事 業 76,487 81,340 −4,853 可決・全

水 道 事 業 会 計 2,148,411 2,220,364 −71,953 可決・全
公 共 下 水 道 事 業 会 計 3,305,035 3,282,122 22,913 可決・全
農 業 集 落 排 水 事 業 46,574 35,021 11,553 可決・全

合　　　　計 16,126,000 15,782,000 344,000

令和元年度　一般会計・特別会計補正予算
会　　計　　名 補　正　額 予　算　総　額 主　な　内　容 採決結果

一 般 会 計 （ 第 ５ 号 ） 4,190万円（増額） 257億1,308万9千円 教育費の増額等 可決・全
介 護 保 険 特 別 会 計 3,494万5千円（減額） 37億2,215万9千円 保険給付費の減額等 可決・全
水 道 事 業 会 計 8,477万7千円（減額） 21億1,932万6千円 建設改良費等の減額 可決・全
公 共 下 水 道 事 業 会 計 2,902万9千円（減額） 32億4,923万6千円 建設改良費等の減額 可決・全
一 般 会 計 （ 第 ６ 号 ） 1,098万4千円（増額） 257億2,407万3千円 民生費等の増額 可決・全

２５１億１, ３００万円２５１億１, ３００万円２５１億１, ３００万円２５１億１, ３００万円
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人
　
事

人
権
擁
護
委
員
に
、

　

鎌
田　

容
子　

氏　

　

川
那
邊　

清
美　

氏

　

任
期
満
了
に
伴
い
、2
名
を
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
適
任
・
全
）

条
　
例

新
た
な
条
例

手
話
言
語
条
例

　

手
話
に
対
す
る
理
解
・
普
及
、手
話
を
使

用
し
や
す
い
環
境
の
構
築
に
関
し
、基
本
理

念
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、手
話
が
言
語
で

あ
る
こ
と
の
認
識
及
び
ろ
う
者
へ
の
理
解

を
広
げ
る
た
め
、条
例
の
制
定
を
行
う
も
の

で
す
。

（
可
決
・
全
）

市
民
を
つ
な
ぐ
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
条
例

　

障
が
い
者
の
情
報
の
取
得
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
こ
と
に
つ
い
て

の
基
本
理
念
を
定
め
、支
援
を
行
う
た
め
、条

例
の
制
定
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

屋
外
広
告
物
等
に
関
す
る
条
例

　

県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、県
条
例
と

本
市
と
の
実
態
の
整
合
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
特
性
や
景
観
計
画
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

一
部
改
正

部
設
置
条
例

　

福
祉
部
を
健
康
福
祉
部
に
、子
ど
も
・
健

康
部
を
子
ど
も
青
少
年
局
に
改
め
る
も
の

で
す
。

（
可
決
・
全
）

監
査
委
員
条
例

　

地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
り
、条
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
に

伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、一
般
職

の
非
常
勤
職
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
新
た
に
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、関
係
条
例
に
つ
い
て
、所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
及
び
消
防
団
条

例
　

非
常
勤
特
別
職
及
び
消
防
団
員
の
報
酬
額

を
継
続
的
に
本
則
の
額
か
ら
５
％
減
額
す
る

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
月
額
給
料（
報
酬
）

を
、常
勤
職
員
の
給
与
に
準
じ
た
額
に
改
正

す
る
た
め
、給
料
表
を
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
準
じ
て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

手
数
料
徴
収
条
例

　

デ
ジ
タ
ル
手
続
法
の
施
行
に
伴
い
、住
民

票
の
除
票
等
を
条
例
の
別
表
に
お
け
る
証
明

書
の
項
目
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、市
の
窓
口
で
も
コ
ン
ビ
ニ
と
同
様
の
証

明
書
が
交
付
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

印
鑑
条
例

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る

措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、印

鑑
登
録
証
明
事
務
処
理
要
領
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例

　

地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
用

途
、構
造
及
び
敷
地
に
関
す
る
制
限
を
定
め

る
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

市
営
住
宅
管
理
条
例

　

民
法
の
一
部
改
正
等
に
よ
り
、市
営
住
宅

等
に
お
け
る
既
存
の
保
証
人
制
度
の
在
り
方

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
た
め
所
要
の
改
正

を
行
う
こ
と
と
同
時
に
、法
定
利
率
の
規
定

を
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

水
道
事
業
及
び
公
共
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
よ
り
、条
ず
れ
が
生
じ
る
こ

と
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

（
可
決
・
全
）

そ
の
他

第
六
次
栗
東
市
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
前

期
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
つ
き
議
会
の

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
第
六
次
栗
東
市
総
合
計
画
基
本
構

想
及
び
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
前
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
関
係
地
方
公
共
団
体
が
協
議

す
る
こ
と
に
つ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
３
月
31
日
限
り
で
滋
賀
県
市
町

村
交
通
災
害
共
済
組
合
が
解
散
し
、滋
賀
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
脱
退
す
る
こ

と
に
か
か
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）

市
道　

１
路
線
廃
止
、
１
路
線
認
定

　

都
市
計
画
道
路
整
備
の
た
め
、岡
坊
袋
線

を
廃
止
し
、国
一
坊
袋
岡
線
と
し
て
認
定
す

る
も
の
で
す
。

（
可
決
・
全
）
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請
願
書

生
活
支
援
事
業
を
実
施
す
る
団
体
等

に
対
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度

の
弾
力
的
運
用
を
求
め
る
請
願
書

請
願
者
：
栗
東
生
活
支
援
協
議
会

会
長　

竹
脇　

義
成 

氏

請
願
の
内
容

　

生
活
困
窮
家
庭
や
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
支
援
事
業
を
実
施
す
る
団
体

（
者
）の
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」が
活
用
で
き
る
よ

う「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例
」を

弾
力
的
に
運
用
す
る
こ
と
を
請
願
す

る
も
の
で
す
。

（
採
択
・
全
）

種
苗
法
の
改
正
に
関
す
る
請
願
書

請
願
者
：
伊
藤　

彩
子 

氏

請
願
の
内
容

　

地
域
農
業
や
農
家
、消
費
者
の
権

利
を
守
り
、安
定
し
た
農
作
物
・
食
料

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、農
家
の
権

利
を
制
限
す
る「
種
苗
法
」改
正
の
よ

り
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
趣
旨
の
意

見
書
の
提
出
を
請
願
す
る
も
の
で
す
。

（
不
採
択
・
別
表
）

＊議長（藤田啓仁議員）は採決に加わらない
＊会派名の正式名称は次のとおり　公明→公明栗東　ﾈｯﾄﾜｰｸ→栗東市民ネットワーク　共産党→日本共産党栗東市議団 

賛否が分かれた案件の採決結果一覧 多＝賛成多数　少＝賛成少数　○･･･賛成　●･･･反対
新　　政　　会 公明 ネットワーク 共産党

  
　　　　　　　　　議員名

件　名 　　　　　　　 

採
決
結
果

上
田　

忠
博 

片
岡　

勝
哉

武
村　
　

賞

田
中　

英
樹

三
木　

敏
嗣

中
野　

光
一

里
内　

英
幸

梶
原　

美
保

西
田　
　

聡 

野
々
村
照
美

川
嶋　
　

恵 

田
村　

隆
光

林　
　

好
男

中
村　

昌
司

上
石
田
昌
子

青
木　

千
尋 

伊
吹　
　

裕  

令和２年度一般会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
令和２年度国民健康保険特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
令和２年度後期高齢者医療特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
令和２年度介護保険特別会計予算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
種苗法の改正に関する請願書 少 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○

委
員
会
報
告

総務常任委員会
　

当
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議

案
８
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

部
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
委
員

か
ら
①
子
ど
も
青
少
年
局
の
局
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
。
②
令
和
2

年
度
に
組
織
を
変
え
る
意
味
は
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
当
局
か
ら
❶
部
の
名

称
と
し
て
、
局
を
用
い
る
形
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
と
よ
り
連
携
を
強
化
す
る
と
い

う
発
信
を
含
め
名
称
変
更
す
る
も
の
で
あ

る
。
❷
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
、
一
貫
し
た
取
り
組
み

が
必
要
な
た
め
組
織
を
改
め
る
。
今
日
ま

で
の
議
論
を
踏
ま
え
提
案
を
し
た
、
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
及
び
消

防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、
①
今
ま
で
附

則
で
対
応
し
て
き
た
が
、
な
ぜ
本
則
を
改

正
す
る
の
か
。
②
消
防
団
の
充
実
を
図
る

必
要
が
あ
る
今
、
報
酬
を
下
げ
る
の
は
良

い
こ
と
な
の
か
、
と
の
質
疑
に
対
し
、
当

局
か
ら
❶
財
政
健
全
化
で
継
続
的
に
５
％

減
額
を
続
け
て
き
た
が
、
改
革
効
果
の
検

証
の
結
果
、
継
続
す
べ
き
と
な
っ
た
の
で

本
則
を
改
正
す
る
。
❷
消
防
団
員
の
報
酬

額
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
の
状
況
と
あ
ま

り
差
異
は
な
い
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
８
議
案
に
つ

い
て
、
そ
の
他
多
く
の
質
疑
の
後
、
採
決

の
結
果
、
原

案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し

ま
し
た
。

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
審
査

採
決
結
果
に「
別
表
」と
あ
る
議
案

の
採
決
結
果
に
つ
い
て
は
、下
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
全
」と
あ
る
議

案
は
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
の
で
表
へ
の
記
載
は
省
略
し
て

い
ま
す
。
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文教福祉常任委員会

環境建設常任委員会

　

当
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議

案
２
件
、
請
願
書
１
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　

手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
①
障
害
者
基
本
法

で
謳
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
全
て
の

人
が
「
手
話
は
言
語
で
あ
る
」
と
認
識
で

き
る
書
き
方
に
す
る
べ
き
で
は
。
②
学
校

教
育
に
お
け
る
手
話
の
普
及
が
示
さ
れ
て

い
な
い
、
と
の
質
疑
に
対
し
当
局
か
ら
❶

逐
条
解
説
の
中
で
謳
う
。
❷
こ
の
条
例
は
、

理
念
条
例
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
市
民
を

つ
な
ぐ
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条

例
で
学
校
教
育
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
を
つ
な
ぐ
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、

条
例
が
示
す
「
合
理
的
配
慮
」
の
意
義
、

条
例
を
施
策
に
反
映
す
る
具
体
的
な
方
策
、

行
政
・
市
民
事
業
所
の
役
割
等
、
多
く
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
議
案
と
も
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
事
業
を
実
施
す
る
団
体
等
に

対
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
の
弾
力

的
運
用
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て
、
請

願
者
よ
り
請
願
趣
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
、

当
局
か
ら
参
考
と
な
る
現
況
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
委
員
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
原
資
と
す
る
補
助
金
の
制
度
設
計
、
時

期
、
ま
た
、
公
益
性
の
観
点
な
ど
の
確
認

が
あ
り
、
そ
の
他
多
く
の
意
見
が
あ
っ
た

も
の
の
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議

案
６
件
、
請
願
書
１
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　

屋
外
広
告
物
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
①

罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
な
ど
で
、
半
年
の
周
知
期
間
を
設
け

て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
対
応
や

既
存
物
件
の
調
査
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。
②
特
定
屋
内
広
告
物
に
つ

い
て
、
窓
に
屋
内
か
ら
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲

示
さ
れ
て
い
る
例
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
対
象
と
な
る
の
か
、
と
の
質

疑
に
対
し
、
当
局
か
ら
❶
従
来
の
県
条
例

に
も
罰
則
規
定
は
あ
り
、
市
条
例
に
お
い

て
も
同
様
の
内
容
で
規
定
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
全
域
の
調
査
は
ま
だ
で
あ
る

が
、
主
要
な
箇
所
の
調
査
か
ら
進
め
て
お

り
、
そ
の
な
か
で
申
請
の
な
い
も
の
、
不

適
格
な
も
の
は
約
５
％
ほ
ど
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に

罰
則
規
定
を
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
指
導
か
ら
始
め
る
。
❷
公
衆
に
向
け
て

常
時
、
ま
た
一
定
期
間
掲
示
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
対
象
と
な
る
が
、
届
出
が
必

要
な
面
積
要
件
が
あ
り
、
表
示
面
積
の
合

計
が
一
定
の
面
積
を
超
え
な
い
場
合
は
、

届
出
の
必
要
は
な
い
、
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
６
議
案
に
つ

い
て
、
そ
の
他
多
く
の
質
疑
の
後
、
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
種
苗
法
の
改
正
に
関
す
る
請
願

書
に
つ
い
て
、
賛
成
、
反
対
の
討
論
が
あ

り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

条
例
２
議
案
、
請
願
書
１
件
を
審
査

屋
外
広
告
物
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
等
を
審
査
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予算常任委員会
　

当
委
員
会
は
、
付
託
さ

れ
た
議
案
15
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
栗
東
市
一

般
会
計
予
算
の
う
ち
（
仮

称
）
企
業
立
地
推
進
戦
略

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、
立
地
戦

略
の
考
え
方
は
、
と
の
質
疑
に
対

し
、
当
局
か
ら
、
新
た
な
産
業
用

地
に
つ
い
て
、
必
要
性
の
前
提
条

件
の
整
理
、
企
業
立
地
の
方
向
性
、

基
本
方
針
の
検
討
、
工
業
適
地
等

市
街
化
調
整
区
域
、
農
業
振
興
地
、

白
地
等
も
含
め
検
討
を
行
い
、
県
、

近
畿
農
政
局
と
協
議
し
、
農
政
と

企
業
立
地
に
つ
い
て
、
栗
東
市
の

考
え
方
を
し
っ
か
り
と
整
理
し
て

い
く
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
基
金
の
見
通
し
に
つ
い

て
の
質
疑
に
対
し
、
当
局
か
ら
、

財
源
確
保
の
た
め
、
国
に
要
望
し

て
い
る
特
別
交
付
税
の
確
保
や
減

収
補
填
債
、
市
町
振
興
資
金
、
資

金
手
当
債
な
ど
も
活
用
し
、
年
度

末
の
基
金
残
高
の
維
持
と
将
来
の

財
政
的
リ
ス
ク
の
平
準
化
に
努
め

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、
そ
の
使
途
は
、
と
の

質
疑
に
対
し
、
当
局
か
ら
、
課
題

で
あ
る
手
入
れ
不
足
や
所
有
者
不

明
森
林
、
境
界
未
確
定
な
ど
に
よ

る
放
置
林
へ
の
対
応
の
中
で
、
ま

ず
は
放
置
林
対
策
を
中
心
と
し
、

そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
所
有
者
等
の

基
礎
デ
ー
タ
の
整
理
と
境
界
明
確

化
の
作
業
を
行
う
、
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
帯
空
家
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、
そ
の
条
件
は
、
と
の

質
疑
に
対
し
、
当
局
か
ら
、
義
務

教
育
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
、

10
年
以
上
当
該
物
件
に
住
み
続

け
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
、
現

に
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
、

空
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
所
有
権

を
取
得
し
た
も
の
、
と
い
う
４

つ
の
条
件
が
あ
る
、
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

介
護
人
材
確
保
事
業
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、
新

規
事
業
だ
が
そ

の
内
容
は
、
と

の
質
疑
に
対
し
、

当
局
か
ら
、
県

の
補
助
事
業
で

は
、
南
部
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業

者
協
議
会
に
委

託
し
、
映
画
の

上
映
会
、
就
職

の
マ
ッ
チ
ン
グ

会
を
す
る
。
市

の
単
独
事
業
で

は
、
介
護
職
員

初
任
者
研
修
修

了
者
で
介
護
施
設
に
勤
務
さ
れ
、

３
か
月
以
上
勤
務
が
続
い
て
い
る

場
合
に
、
報
奨
金
を
交
付
す
る
も

の
で
あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
委
員
か
ら
、
内
容
は
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
当
局
か
ら
、

骨
髄
等
提
供
の
あ
っ
た
市
民
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
登
録
推
進

と
骨
髄
移
植
の
推
進
を
図
る
目
的

で
、
骨
髄
等
の
提
供
に
か
か
る
通

院
、
入
院
及
び
面
談
に
か
か
る
日

数
に
応
じ
て
助
成
を
行
う
、
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
15
議

案
に
つ
い
て
、
そ
の
他
多
く
の
質

疑
の
後
、
討
論
も
な
く
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
等
に
つ
い
て
審
査

▲栗東市内森林間伐対策後
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代代  

表表  

質質  

問問

新　政　会

◆�

各
会
派
が
、
市
長
の
施
政
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

�

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
を
省
略
し
て
い
る
質
問
も
含
め
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て

本
会
議
の
様
子
を
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○は代表者　●は質問者
○●上田　忠博　　藤田　啓仁　　片岡　勝哉　　武村　賞　　　田中　英樹
　　三木　敏嗣　　中野　光一　　里内　英幸　　梶原　美保　　西田　聡

施
政
方
針
に
対
し
て

問
　

令
和
２
年
度
も
不
交
付
団

体
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
本

市
が
特
に
税
収
が
豊
か
だ
と
は
実
感

で
き
な
い
状
況
の
中
で
、
所
見
を
問

う
。答

　

企
業
立
地
等
の
税
収
増
が

主
な
要
因
と
考
え
て
い
る
。

不
交
付
団
体
が
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
大

幅
な
改
善
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、

財
政
健
全
化
を
更
に
進
め
て
い
く
。

問
　

「
第
５
次
国
土
利
用
計

画
」
、
「
（
仮
称
）
栗
東
市

企
業
立
地
推
進
戦
略
」
等
に
お
け
る

土
地
利
用
に
対
し
、
農
業
施
策
振
興

と
企
業
立
地
を
含
む
土
地
利
用
の
観

点
か
ら
、
整
合
性
を
問
う
。

答
　

農
林
業
、
宅
地
等
の
現
状

や
そ
れ
ら
の
法
規
制
状
況
、

並
び
に
土
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
総

合
的
に
判
断
し
、
計
画
的
な
利
用
を

検
討
、
推
進
す
る
。

問
　

昨
年
実
施
さ
れ
た
幼
保
無

償
化
に
よ
る
本
市
の
影
響
額
、

並
び
に
今
後
の
民
間
保
育
施
設
等
の

整
備
予
定
を
問
う
。

答
　

幼
保
合
わ
せ
、
約
３
億
３

０
０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
。

保
育
施
設
整
備
は
「
第
２
期
栗
東
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
。

問
　

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
第
24
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
見
据
え
、
組
織
さ
れ

る
「
国
ス
ポ
準
備
委
員
会
」
に
つ
い

て
問
う
。

答
　

各
種
団
体
、
各
年
代
か
ら

広
く
参
加
協
力
を
お
願
い
し
、

令
和
３
年
度
か
ら
の
実
行
委
員
会
に

速
や
か
に
移
行
で
き
る
体
制
で
臨
む
。

問
　

火
葬
場
整
備
に
向
け
た
草

津
市
と
の
協
議
体
制
、
整
備

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
施
設
の
あ

り
方
、
財
源
確
保
等
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

負
担
割
合
、
整
備
内
容
等

両
市
の
担
当
課
レ
ベ
ル
で
案

を
作
成
、
草
津
・
栗
東
広
域
行
政
協

議
会
に
お
い
て
意
見
を
聞
き
決
定
し
、

令
和
９
年
度
の
供
用
開
始
を
目
標
に

年
次
的
に
取
り
組
む
。
財
源
は
基
金

の
活
用
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
支
出
の
平

準
化
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。

問
　

環
境
セ
ン
タ
ー
更
新
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
用
地
の

候
補
先
や
規
模
等
施
設
の
あ
り
方
、

施
設
更
新
に
か
か
る
費
用
、
財
源
確

保
を
問
う
。

答
　

令
和
２
年
度
に
ご
み
処
理

施
設
整
備
基
本
計
画
の
策
定
、

令
和
３
年
度
に
建
設
候
補
地
を
決
定

し
、
生
活
環
境
影
響
調
査
、
整
備
事

業
者
選
定
等
を
行
い
令
和
９
年
度
に

建
設
工
事
に
着
手
予
定
。
総
事
業
費

85
億
２
２
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。教

育
方
針
に
対
し
て

問
　

就
学
前
か
ら
中
学
校
へ
か

け
て
、
子
ど
も
達
が
身
に
付

け
た
力
を
確
実
に
伸
ば
す
「
接
続
」

を
意
識
し
た
実
践
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

幼
児
期
の
保
育
や
教
育
で

身
に
つ
け
た
こ
と
を
、
義
務

教
育
の
学
び
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
重
視

し
た
取
り
組
み
。
５
歳
児
の
後
半
か

ら
小
学
１
年
生
の
前
半
の
学
び
を
縦

で
つ
な
ぐ
「
接
続
期
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」
を
作
成
し
、
交
流
や
小
学
校
の

教
員
が
幼
稚
園
へ
出
向
く
な
ど
育
ち

を
実
感
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。
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施
政
方
針
に
つい
て

問
　

内
閣
府
に
よ
る
月
例
経
済

報
告
を
本
市
に
置
き
換
え
た

と
き
、
大
手
企
業
か
ら
中
小
零
細
企

業
に
至
る
ま
で
の
全
体
像
を
分
析
し
、

地
域
活
力
の
向
上
を
ど
の
よ
う
に
果

た
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
　

海
外
で
の
通
商
問
題
等
の

影
響
で
受
注
が
落
ち
込
ん
で

い
る
企
業
も
あ
り
先
行
き
が
不
透
明

な
こ
と
か
ら
、
市
内
企
業
の
人
材
確

保
や
生
産
性
向
上
の
支
援
に
努
め
る
。

問
　

学
校
給
食
に
お
け
る
「
新

鮮
で
お
い
し
く
、
安
全
・
安

心
な
地
元
産
農
産
物
」
の
調
達
・
提

供
の
具
体
的
な
扱
い
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

多
様
な
食
材
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
栽
培
研
修
や
若
手

の
育
成
に
努
め
る
。

問
　

観
音
寺
の
保
有
林
の
「
フ

ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

栗
東
」
事
業
で
誘
客
に
実
績
を
残
す

中
、
今
後
の
森
林
空
間
、
森
林
サ
ー

ビ
ス
の
利
活
用
を
伺
う
。

答
　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

計
画
に
よ
り
、
課
題

を
克
服
し
推
進
で
き
る
具
体

的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
、

森
林
林
業
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
る
。

問
　

学
童
保
育
需
要
に

対
応
す
る
た
め
の
民

設
学
童
保
育
所
の
整
備
に
つ

い
て
の
格
差
是
正
を
問
う
。

答
　

保
育
内
容
、
指
導

員
の
資
質
の
格
差
や
、

保
育
料
の
不
公
平
感
が
生
じ

な
い
よ
う
指
導
す
る
。

問
　

児
童
館
運
営
に
つ
い
て
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
よ

う
、
人
材
確
保
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
、

建
屋
の
利
用
価
値
等
を
勘
案
し
て
、

民
間
委
託
の
検
討
も
視
野
に
入
れ
る

べ
き
で
は
。

答
　

開
館
日
数
の
確
保
と
職
員

の
資
質
向
上
を
図
る
中
で
、

安
定
し
た
運
営
の
継
続
を
図
る
と
と

も
に
、
民
間
委
託
等
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
幅
広
く
研
究
し
て
い
く
。

問
　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
や
栗
東
100
歳
大
学
の
開

講
な
ど
、
シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場
を
生

み
出
す
施
策
展
開
の
中
で
、
今
後
の

シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
と
世
代
間
交
流

の
観
点
か
ら
、
100
歳
大
学
の
概
要
と

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

「
学
び
」
「
き
ず
な
」

「
は
た
ら
く
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
元

気
に
過
ご
し
「
互
助
」
を
育
む
高
齢

者
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
開
校
し

た
。
次
年
度
も
こ
の
方
向
性
を
踏
襲

し
、
地
域
社
会
で
貢
献
で
き
る
シ
ニ

ア
の
活
動
と
な
る
よ
う
支
援
す
る
。

問
　

安
全
施
設
の
整
備
に
お
け

る
横
断
歩
道
の
強
調
表
示
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　

幼
・
保
・
小
・
中
学
校
か

ら
500
ｍ
以
内
の
横
断
歩
道
に

つ
い
て
整
備
、
計
画
を
し
て
い
る
。

教
育
方
針
に
つい
て

問
　

就
学
前
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
の
中
の
「
非
認
知
的
能

力
を
育
ん
で
い
く
」
と
あ
る
が
、
非

認
知
的
能
力
と
は
。

答
　

「
豊
か
な
好
奇
心
」
「
失

敗
を
う
ま
く
活
か
す
力
」

「
や
り
遂
げ
る
集
中
力
」
「
我
慢
で

き
る
力
」
「
自
分
を
大
切
に
す
る

心
」
な
ど
、
心
や
自
我
の
能
力
、
感

情
（
情
動
）
を
調
整
す
る
能
力
を
意

味
す
る
。

栗東市民ネットワーク
○は代表者　●は質問者
○中村　昌司　　田村　隆光　　●林　好男　　上石田　昌子
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経
済
に
安
心
を
に
つ

い
て

問
　

昨
年
10
月
1
日
の
消
費
税

10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、
今
年
の
商
工
会
の
新
年
賀
会
で

の
挨
拶
で
「
大
き
な
企
業
は
穏
や
か

な
回
復
基
調
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

我
々
商
工
会
会
員
の
中
小
零
細
の
事

業
所
で
は
10
％
の
影
響
は
大
変
心
配

だ
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
消
費
税
増
税

に
対
し
て
の
市
長
の
見
解
は
。

答
　

消
費
税
増
税
に
つ
い
て
は
、

政
府
が
決
定
し
た
こ
と
で
あ

り
、
私
が
見
解
を
述
べ
る
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

農
業
に
つい
て

問
　

農
業
の
基
本
は
農
産
物
の

価
格
と
所
得
補
償
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
農
業
委
員
会
と
の
懇
談

で
も
後
継
者
問
題
や
経
営
の
困
難
さ

な
ど
を
訴
え
ら
れ
た
。
農
業
は
基
幹

産
業
で
あ
り
、
農
地
の
減
少
を
食
い

止
め
、
優
良
農
地
を
守
り
、
振
興
を

図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
振
興

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

答
　

全
国
的
に
農
業
従
事
者
の

減
少
、
高
齢
化
が
進
む
中
、

国
・
県
事
業
を
活
用
し
つ
つ
推
進
し

て
い
る
。

教
育
・
子
育
て
に
安

心
を
に
つい
て

問
　

国
は
２
０
０
０
年
の
企
業

参
入
解
禁
以
降
、
公
立
保
育

園
の
民
営
化
を
進
め
る
よ
う
誘
導
し

て
き
た
。
公
立
保
育
園
は
子
ど
も
の

健
や
か
な
発
達
を
保
障
す
る
環
境
を

自
治
体
の
責
任
で
整
え
て
お
り
、
公

的
保
育
制
度
が
保
育
全
体
の
水
準
低

下
を
押
し
と
ど
め
て
い
る
。
市
長
の

見
解
は
。

答
　

公
立
保
育
園
の
果
た
す
役

割
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
・
健
康
に
安
心

を
に
つい
て

問
　

国
保
加
入
者
は
所
得
の
低

い
加
入
者
が
多
い
の
が
特
徴

で
あ
る
。
Ｈ
30
年
度
の
国
保
税
の
収

納
率
は
県
下
最
下
位
の
19
番
目
で
、

現
在
も
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
の
が
実

態
。
国
保
税
は
引
き
下
げ
る
べ
き
と

考
え
る
が
市
長
の
見
解
は
。

答
　

国
民
健
康
保
険
の
安
定
的

な
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う

Ｈ
30
年
度
か
ら
県
が
国
保
財
政
の
運

営
主
体
と
な
っ
た
。
ま
た
国
に
対
し

て
公
費
投
入
の
拡
充
を
行
う
よ
う
要

望
を
行
っ
て
い
る
。

行
政
に
安
心
を
に
つ

い
て

問
　

市
長
は
四
つ
の
安
心
を
進

め
る
た
め
に
「
官
か
ら
民
」

へ
の
基
本
理
念
の
も
と
、
引
き
続
き

「
行
政
は
サ
ー
ビ
ス
業
」
と
の
認
識

に
立
ち
･
･
･
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

今
政
府
は
、
地
方
団
体
を
支
援
す
る

ど
こ
ろ
か
地
方
財
政
の
削
減
と
企
業

の
儲
け
先
づ
く
り
の
た
め
に
行
政
サ

ー
ビ
ス
切
捨
て
と
公
共
施
設
の
統
廃

合
を
せ
ま
っ
て
い
る
が
、
市
長
の
基

本
理
念
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
見
解

を
求
め
る
。

答
　

基
本
理
念
に
つ
い
て
は

「
民
間
感
覚
」
「
経
営
者
感

覚
」
を
持
っ
た
効
率
的
で
無
駄
の
な

い
行
政
運
営
と
、
市
民
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
市
民
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
両
輪
で
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
「
行
政
の
安
心
」
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党栗東市議団
○は代表者　●は質問者
○●青木　千尋　　伊吹　裕
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公　明　栗　東
○は代表者　●は質問者
○●野々村　照美　　　川嶋　恵

「
経
済
に
安
心
を
」

問
　

商
工
業
に
つ
い
て
、
創
業

支
援
融
資
利
子
補
給
制
度
・

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
は
継

続
支
援
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

前
半
期
に
本
市
独
自
が
創

設
し
た
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ
の

制
度
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
237
件
の
活

用
の
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤

の
強
化
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
る
。

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
と
も
な
う
業
績

悪
化
の
相
談
体
制
を
伺
う
。

答
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

り
、
国
や
関
係
団
体
が
設
置

す
る
相
談
窓
口
の
周
知
と
と
も
に
、

元
気
力
向
上
相
談
会
で
の
対
応
を
は

じ
め
、
商
工
会
と
連
携
し
て
対
応
す

る
。

「
教
育・子
育
て
に
安

心
を
」

問
　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
と
も
な
う
、
保
育
士
確

保
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

市
独
自
の
「
潜
在
保
育
士

研
修
」
や
「
保
育
の
お
仕
事

応
援
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
つ
つ
、
県
、
近
隣
市
、
大
学

等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
保
育
士

確
保
に
努
め
て
い
く
。

「
福
祉・健
康
に
安
心

を
」

問
　

「
手
話
言
語
条
例
」
「
市

民
を
つ
な
ぐ
情
報
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」
の
市
民
へ
の

啓
発
、
理
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

条
例
制
定
後
、
条
例
施
行

に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
お
よ
び
市
内
の
公
共
施
設

で
の
窓
口
設
置
で
周
知
を
行
う
。

「
暮
ら
し
に
安
心
を
」

問
　

地
域
防
災
の
強
化
は
、
自

治
会
と
防
災
士
と
の
連
携
が

よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
が
見
解
を
伺

う
。答

　

改
定
作
業
中
の
地
域
防
災

計
画
の
中
で
、
小
学
校
区
な

ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
防

災
計
画
で
あ
る
地
区
防
災
計
画
の
策

定
を
支
援
し
、
防
災
士
の
積
極
的
な

地
域
連
携
に
よ
る
防
災
活
動
を
一
層

推
進
し
て
い
く
。

問
　

食
品
ロ
ス
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答
　

食
品
ロ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
無
作
為
に
て
抽
出
し
た

2
0
0
0
人
の
市
民
を
対
象
に
、
各

家
庭
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
実
態
調

査
を
行
い
、
結
果
を
食
品
ロ
ス
削
減

推
進
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
。

「
行
政
に
安
心
を
」

問
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
行
政
へ
の
反

映
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

地
域
課
題
の
解
決
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
た
め
、
今
後
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
視
点

を
施
策
の
実
行
に
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
。

「
教
育
方
針
」

問
　

校
務
支
援
ツ
ー
ル
の
導
入

に
よ
り
働
き
方
改
革
は
で
き

る
の
か
。

答
　

導
入
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
よ
る
情
報
の
一
元

管
理
が
進
み
、
業
務
の
効
率
化
が
図

れ
、
教
員
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
軽
減

に
繋
が
り
、
深
刻
な
教
員
の
超
過
勤

務
の
実
態
の
改
善
が
期
待
で
き
る
。

▲SDGs17のゴール
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　当委員会は、平成３０年９月に「第六次栗東市
総合計画の策定について」を審査するため、付
託を受けて設置され、平成３０年１０月から本定例
会を含め９回にわたり委員会を開催し、審査を尽く
してきました。
　本定例会では、付託された議案、「第六次総
合計画基本構想及び前期基本計画を定めることに
ついて」について、当局から、序論及び基本構
想の概略、策定までの経過などの説明を受けた後、
質疑を行いました。委員から①総合計画は今後１
０年間の指針。職員にも周知しないといけないと思
うがその方法はどのように考えているか。②施策の

ＰＤＣＡ（注1）はどのように行うのか、との質疑に
対し、当局から❶計画冊子を各課や出先機関に
配布し、グループウェアにも掲載する。また職員研
修でも周知を図っていきたい。❷基本計画に示さ
れた施策の目的を達成するための実施計画による
進行管理により、計画の達成度合を見ていく、と
の答弁がありました。
　採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決し
ました。

（注1）　PDCAとは「Plan＝計画」「Do=実行」「Check=評価」
「Actiom＝改善」の4つの英単語の頭文字で、「PDCAサイク
ル」とも呼ばれています。

３
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
8
人
が
質
問
し
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
を
省
略
し
て
い
る
質
問
も
含
め
、
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ

に
て
本
会
議
の
様
子
を
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
人
質
問

ページ 質 問 者 質 問 事 項

12

西 田 　 聡

市内小中学校教職員の職場環境について

「きらりフルチャレンジ～栗東市学力調査～」について

上石田　昌子 教員の働き方改革の現状について

13

片 岡 　 勝 哉 国道バイパスの整備促進について

里 内 　 英 幸 市民読書環境と小学校図書室の充実について

14

川 嶋 　 恵 子育て支援の拡充「産前・産後サポート事業」について

梶 原 　 美 保 市営住宅の現状と課題について

15

田 村 　 隆 光 審議会等への市民参加の実態について

中 村 　 昌 司 市内公園等の維持管理・保存への対応について
～手原SL公園（通称）の現状から～

二次元バー
コードで質
問の録画映
像が見られ
ます→

総合計画特別委員会
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個 人 質 問

市内小中学校教職員の職場環境について
西田　聡 議員

教員の働き方改革の現状について
上石田　昌子 議員

問
　

長
時
間
労
働
で
疲
弊

し
た
現
場
先
生
の
姿
を

目
の
あ
た
り
に
す
る
。
新
た
な

教
育
課
題
へ
の
対
応
な
ど
、
子

ど
も
と
し
っ
か
り
向
き
合
う
時

間
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
い

う
悲
痛
な
声
も
耳
に
す
る
。
現

場
環
境
の
改
善
に
む
け
た
当
局

の
見
解
を
改
め
て
問
う
。

答
　

定
時
退
勤
日
の
設
定

や
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
電
話

応
対
機
器
に
よ
る
時
間
外
対
応

を
行
い
、
超
過
勤
務
縮
減
に
努

力
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
支
援
員
な
ど
の
配
置

に
よ
る
働
き
方
改
革
の
促
進
や
、

管
理
職
を
対
象
と
し
た
学
校
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
で
、
職
場
環

境
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。

問
　

３
月
現
在
、
欠
員
の

ま
ま
学
校
運
営
さ
れ
て

い
る
小
中
学
校
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
か
。

答
　

大
宝
東
小
と
大
宝
西

小
で
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の

欠
員
が
生
じ
て
い
る
。

問
　

今
後
、
市
費
に
よ
る

新
た
な
加
配
措
置
な
ど

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

市
単
独
費
に
よ
る
学

校
サ
ポ
ー
ト
支
援
員
25

名
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
16

名
、
外
国
語
活
動
指
導
助
手
９

名
と
県
費
に
よ
る
支
援
員
を
合

わ
せ
て
総
勢
69
名
の
ス
タ
ッ
フ

配
置
を
予
定
し
て
い
る
。

「
き
ら
り
フ
ル 

チ
ャ
レ
ン
ジ
～
栗

東
市
学
力
調
査
～
」に
つ
い
て

問
　

実
施
か
ら
３
年
が
経

過
し
た
。
調
査
分
析
結

果
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に

日
々
の
授
業
改
善
や
個
別
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
　

各
教
科
の
理
解
度
を

掴
み
、
生
徒
の
関
心
が

高
め
ら
れ
る
授
業
と
な
る
よ
う

研
修
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、

「
誤
答
分
析
」
を
行
い
、
生
徒

の
つ
ま
ず
き
が
な
く
な
る
よ
う

個
別
支
援
に
活
か
し
て
い
る
。

問
　

「
過
労
死
ラ
イ
ン
」

と
い
わ
れ
る
月
80
時
間

を
超
え
る
残
業
を
し
て
い
る
本

市
の
小
中
学
校
教
員
の
割
合
は
。

答
　

平
成
31
年
度
は
、
小

学
校
教
員
の
18
パ
ー
セ

ン
ト
、
中
学
校
教
員
の
30
パ
ー

セ
ン
ト
が
超
過
勤
務
。

問
　

県
教
委
の
調
査
結
果

で
は
「
最
終
退
勤
時
間

の
設
定
」
が
超
過
勤
務
の
縮
減

に
有
効
で
あ
る
と
報
告
が
あ
る

が
、
本
市
の
取
り
組
み
と
チ
ェ
ッ

ク
方
法
は
。

答
　

退
勤
時
間
は
設
定
し

て
い
な
い
が
、
学
校
ご

と
に
定
時
退
勤
日
を
設
け
て
い

る
。
ま
た
、
定
時
退
勤
日
に
は

管
理
職
の
声
掛
け
や
現
場
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

問
　

現
在
の
自
己
申
告
制

の
出
退
勤
管
理
の
つ
い

て
の
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

答
　

時
間
外
に
家
庭
訪
問

し
、
そ
の
ま
ま
帰
宅
す

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
人

が
退
勤
時
間
を
入
力
す
る
自
己

入
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
あ
る
。

問
　

効
率
的
な
授
業
準
備

に
向
け
た
支
援
で
あ
る

「
授
業
教
材
の
配
布
」
や
「
必

要
な
ツ
ー
ル
の
教
員
間
の
共

有
」
な
ど
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
の
考
え
を
。

答
　

外
国
語
教
育
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど

に
つ
い
て
は
研
修
会
を
実
施
し

て
お
り
、
機
器
等
も
準
備
が
で

き
て
い
る
。
今
後
も
現
場
の
負

担
が
少
な
く
な
る
よ
う
支
援
を

進
め
る
。

問
　

部
活
指
導
に
お
け
る

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
、
県
教
委
は
『
部
活
動
指

導
員
配
置
推
進
事
業
』
を
掲
げ

て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

答
　

指
導
員
の
導
入
の
効

果
は
十
分
認
め
な
が
ら

も
、
指
導
員
と
教
員
と
の
指
導

方
法
の
対
立
や
保
護
者
ク
レ
ー

ム
対
応
、
ま
た
、
指
導
員
の
確

保
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
協
議
を
継
続
し
て
い
る
。

部
活
動
の
社
会
体
育
へ
の
移
行

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
支
え
る

制
度
の
成
熟
を
見
極
め
、
進
め

た
い
。

▲栗東市学力調査と質問紙（中学2年生実施）
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個 人 質 問

国道バイパスの整備促進について
片岡　勝哉 議員

市民読書環境と小学校図書室の充実について
里内　英幸 議員

問
　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

お
け
る
現
在
の
進
捗
状

況
お
よ
び
今
後
の
予
定
は
。

答
　

国
道
１
号
栗
東
水
口

道
路
Ⅰ
の
Ⅱ
期
区
間
で

は
、
用
地
取
得
は
全
体
と
し
て

約
70
％
程
度
、
国
道
８
号
野
洲

栗
東
バ
イ
パ
ス
の
用
地
取
得
は

市
域
全
体
で
約
96
％
程
度
ま
で

進
捗
し
た
。

問
　

今
後
の
事
業
推
進
に

伴
い
想
定
さ
れ
て
い
る

課
題
は
。

答
　

国
道
１
号
で
は
、
約

30
万
㎥
の
切
土
土
砂
の

運
搬
な
ど
、
工
事
用
車
両
の
通

行
に
よ
る
周
辺
地
域
へ
の
影
響

が
課
題
で
あ
る
。
国
道
８
号
で

は
、
接
続
す
る
栗
東
第
二
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
オ
ン
・
オ
フ

ラ
ン
プ
の
通
行
止
め
規
制
な
ど
、

工
事
期
間
中
の
交
通
規
制
に
伴

う
交
通
渋
滞
対
策
や
通
過
交
通

車
両
の
生
活
道
路
へ
の
進
入
対

策
が
課
題
で
あ
る
。

問
　

令
和
６
年
に
第
79
回

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

第
74
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
る
が
そ
れ
ま

で
に
供
用
で
き
な
い
か
。

答
　

現
時
点
で
国
は
供
用

時
期
を
公
表
し
て
い
な

い
が
、
今
後
も
引
き
続
き
強
く

要
望
し
て
い
く
。

問
　

工
事
期
間
中
の
規
制
、

特
に
オ
ン
・
オ
フ
ラ
ン

プ
の
通
行
止
め
に
伴
う
交
通
渋

滞
対
策
に
つ
い
て
、
工
事
着
手

前
・
工
事
期
間
中
の
交
通
量
の

把
握
は
さ
れ
な
い
の
か
。

答
　

交
通
量
推
計
だ
け
で

は
な
く
、
実
際
の
交
通

量
や
渋
滞
長
の
把
握
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
調
査
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
求
め

て
い
く
。

問
　

渋
滞
に
伴
い
、
通
過

交
通
が
生
活
道
路
に
進

入
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

答
　

案
内
看
板
を
設
置
し

て
迂
回
誘
導
す
る
と
と

も
に
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
も

必
要
な
こ
と
か
ら
、
地
域
と
調

整
し
な
が
ら
対
策
を
検
討
す
る
。

問
　

各
小
学
校
図
書
室
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
の
定
め
る
「
蔵
書

基
準
」
及
び
「
学
校
図
書
館
全

体
計
画
の
策
定
」
の
対
応
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　

現
在
市
内
小
学
校
の

平
均
蔵
書
率
は
、
64
・

５
％
。
中
学
校
平
均
は
49
・
５

％
に
留
ま
っ
て
お
り
、
蔵
書
計

画
の
見
直
し
と
、
新
学
習
指
導

要
領
に
読
書
活
動
の
充
実
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

加
速
感
を
も
っ
て
環
境
作
り
に

取
り
組
む
。

問
　

市
立
図
書
館
と
学
校

図
書
室
と
の
連
携
状
況

は
。答

　

市
立
図
書
館
と
学
校

図
書
室
は
、
「
栗
東
市

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
連
携
強
化
を
掲
げ
、
学
校
図

書
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
で

の
資
料
選
定
、
整
理
等
に
お
い

て
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　

図
書
館
事
業
の
課
題

に
関
す
る
対
応
策
は
。

答
　

市
内
２
館
の
図
書
館

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明

確
に
す
る
と
共
に
、
効
率
的
な

運
営
を
行
う
た
め
の
資
料
収
集
、

施
設
運
営
に
取
り
組
む
。

問
　

学
校
図
書
室
の
課
題

解
決
の
一
つ
と
し
て
、

「
学
校
図
書
館
司
書
の
充
実
」

と
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
の
「
学
校
図
書
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
」
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
そ
の
見
解
は
。

答
　

学
校
図
書
館
司
書
は
、

令
和
２
年
度
に
つ
い
て

は
１
名
増
員
を
図
り
、
よ
り
読

書
体
験
が
深
ま
る
環
境
作
り
に

努
め
る
。
ま
た
、
図
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
導
入
に

向
け
検
討
を
進
め
、
子
ど
も
た

ち
が
、
よ
り
学
校
図
書
室
が
活

用
し
や
す
く
な
り
、
読
書
の
習

慣
が
身
に
付
く
よ
う
、
読
書
環

境
の
充
実
に
努
め
る
。

▲市立図書館

▲国道８号野洲栗東バイパス完成イメージ
　（栗東第二IC付近）
※区画線等は、公安協議中のため確定したものではない。
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市営住宅の現状と課題について
梶原　美保 議員

▲市営住宅

個 人 質 問

子育て支援の拡充「産前・産後サポート事業」について

川嶋　恵 議員

問
　

妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
体
制
の
確
立

と
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
１

つ
と
し
て
、
産
婦
健
康
診

査
費
用
の
助
成
は
で
き
な

い
か
。

答
　

回
数
や
内
容
等
、

医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
る
点
も
あ
る
た
め
、

県
や
近
隣
市
の
情
報
を
得

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
　

母
子
保
健
法
で
は
、

産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施

類
型
と
し
て
①
宿
泊
型
②
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
型
③
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
（
訪
問
型
）
が
示
さ
れ
て
い

る
。
平
成
29
年
12
月
か
ら
本
市

に
お
い
て
開
始
さ
れ
て
い
る
産

後
ケ
ア
事
業
は
、
①
宿
泊
型
②

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
の
２
種
類
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
事
が
で

き
る
が
、
③
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

答
　

従
来
か
ら
４
ヶ
月
児

ま
で
を
対
象
に
「
こ
ん

に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
助
産
師
や

保
健
師
が
家
庭
訪
問
を
し
て
お

り
、
母
子
の
健
康
や
育
児
に
つ

い
て
の
専
門
的
な
相
談
対
応
を

し
て
い
る
た
め
、
産
後
ケ
ア
事

業
訪
問
型
と
し
て
の
機
能
を
は

た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　

産
後
ケ
ア
事
業
は
産

婦
・
乳
児
の
心
身
の
ケ

ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
が
事
業
の

内
容
で
あ
る
が
、
「
支
援
の
必

要
な
人
」
を
さ
が
し
だ
し
て
支

援
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
機
会
に
拾
い
上
げ

支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

妊
婦
健
診
や
出
産
、

産
後
に
受
診
し
た
医
療

機
関
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
。

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
の
面

接
時
や
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
事
業
、
乳
幼
児
検
診
時

等
、
不
安
感
を
強
く
も
た
れ
て

い
る
な
ど
、
何
ら
か
の
支
援
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

継
続
的
な
支
援
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

問
　

市
営
住
宅
の
入
居
世

帯
数
お
よ
び
直
近
の
申

込
数
は
。

答
　

公
営
住
宅
管
理
戸
数

402
件
の
う
ち
、
入
居
数

は
318
件
。
本
年
度
11
月
定
期
募

集
で
は
13
件
の
入
居
募
集
に
対

し
、
申
し
込
み
が
11
件
、
入
居

数
が
6
件
で
あ
っ
た
。

問
　

耐
用
年
数
が
超
過
し

た
出
庭
・
上
砥
山
の
市

営
住
宅
の
安
全
対
策
並
び
に
修

繕
・
改
善
計
画
は
。

答
　

公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
に
改
修
・
改
善
を
図
っ
て

い
る
。
耐
震
・
耐
火
共
に
問
題

は
な
い
。
住
宅
ご
と
に
相
違
す

る
耐
用
年
数
を
踏
ま
え
、
令
和

2
年
度
か
ら
3
年
度
に
か
け
て

の
住
生
活
基
本
計
画
の
見
直
し

で
、
対
応
策
を
再
判
定
す
る
。

問
　

安
全
面
で
法
的
な
問

題
は
な
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、
室
内
外
と
も
老
朽
化
は

大
変
激
し
い
。
再
判
定
が
行
わ

れ
る
ま
で
、
個
別
の
修
繕
を
繰

り
返
し
て
い
く
の
か
。
用
途
廃

止
や
住
宅
集
約
の
考
え
は
。

答
　

老
朽
化
に
対
す
る
区

切
り
を
つ
け
る
必
要
は

あ
る
。
現
在
の
公
営
住
宅
の
供

給
量
や
需
要
状
況
、
入
居
者
の

思
い
を
酌
み
つ
つ
検
討
し
て
い

く
。問

　

高
齢
化
も
進
む
中
、

本
当
に
住
居
に
困
窮
し

て
い
る
人
の
ス
ム
ー
ズ
な
入
居

申
請
等
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
　

民
法
改
正
に
よ
る
連

帯
保
証
人
制
度
廃
止
に

伴
い
、
緊
急
連
絡
先
2
名
の
届

け
出
を
求
め
て
い
く
。

問
　

公
営
住
宅
の
み
な
ら

ず
進
む
少
子
高
齢
化
の

中
で
、
相
互
扶
助
の
観
点
か
ら

も
世
帯
間
交
流
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ミ
ッ
ク
ス
に
向
け
て
の
取
り
組

み
は
。

答
　

第
六
次
総
合
計
画
、

前
期
基
本
計
画
で
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
掲
げ

て
い
る
。
情
報
の
共
有
化
な
ど
、

自
治
連
や
地
振
協
と
十
分
連
携

し
て
い
く
。
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▲手原SL公園

個 人 質 問

審議会等への市民参加の実態は
田村　隆光 議員

市内公園等の維持管理・保存への対応について　
～手原ＳＬ公園(通称)の現状から～
中村　昌司 議員

問
　

市
民
参
加
の
一
つ
で

あ
る
各
種
審
議
会
や
委

員
会
の
委
員
を
複
数
兼
職
さ
れ

て
い
る
委
員
の
人
数
と
最
多
の

方
は
。

答
　

57
の
審
議
会
等
に
お

い
て
、
101
人
。
一
番
多

い
方
で
12
の
審
議
会
を
兼
務
し

て
い
る
。

問
　

一
般
公
募
の
選
択
の

基
準
は
。

答
　

栗
東
市
付
属
機
関
等

の
委
員
の
公
募
に
関
す

る
規
程
に
基
づ
き
、
積
極
的
に

公
募
委
員
の
枠
を
設
定
し
て
い

る
。　

　

公
募
の
方
法
は
、
選
定
予
定

日
の
お
お
む
ね
２
か
月
前
ま
で

に
広
報
誌
に
掲
載
し
、
20
日
程

度
の
応
募
期
間
を
設
け
て
い
る
。

問
　

審
議
会
等
は
公
開
が

原
則
だ
と
考
え
る
が
、

傍
聴
や
議
事
録
の
公
開
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
　

傍
聴
に
つ
い
て
は
、

公
開
が
原
則
だ
が
会
議

の
最
初
に
審
議
会
の
会
長
の
判

断
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

議
事
録
は
ひ
と
月
以
内
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

問
　

一
般
公
募
の
委
員
は
、

定
数
を
満
た
し
て
い
る

の
か
。

答
　

一
旦
募
集
し
、
公
募

委
員
が
い
な
い
場
合
、

関
係
の
団
体
等
へ
お
願
い
し
公

募
の
委
員
枠
を
満
た
し
て
い
る
。

問
　

公
募
委
員
が
集
い
、

自
由
に
交
流
や
情
報
交

換
、
勉
強
の
で
き
る
サ
ロ
ン
の

よ
う
な
場
を
作
る
こ
と
も
重
要

だ
と
考
え
る
が
、
公
募
委
員
に

対
し
て
、
審
議
会
に
参
加
し
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
実
施
さ
れ

た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
　

制
度
と
し
て
は
な
い

が
、
所
管
課
で
終
了
後
、

聞
き
取
り
し
て
い
る
。

問
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
、
平
成
17
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
導
入
当
時
の

目
的
を
達
成
で
き
て
い
る
か
。

答
　

今
年
度
の
結
果
に
お

い
て
は
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

市
内
に
は
公
園
や
広

場
が
存
在
し
、
市
民
に

憩
い
や
く
つ
ろ
ぎ
の
場
を
提
供

し
、
災
害
発
生
時
に
は
一
時
的

な
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
、
市

民
に
と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
施
設
で
あ
る
。

　

市
内
に
お
け
る
公
園
（
広

場
）
は
、
敷
地
や
規
模
の
観
点

か
ら
分
類
す
る
と
何
箇
所
設
置

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　

都
市
公
園
法
に
基
づ

き
設
置
し
て
い
る
都
市

公
園
は
34
公
園
あ
り
、
そ
の
他

に
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、

民
間
開
発
、
栗
東
市
児
童
厚
生

施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
児
童

遊
園
が
239
箇
所
あ
る
。

問
　

こ
う
し
た
公
園
の
ひ

と
つ
で
あ
る
、
手
原
Ｓ

Ｌ
公
園
内
に
設
置
展
示
さ
れ
て

い
る
Ｓ
Ｌ
蒸
気
機
関
車
の
現
状

は
、
片
屋
根
は
あ
る
も
の
の
48

年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
風
雨

雪
に
さ
ら
さ
れ
、
当
該
機
関
車

の
車
体
は
塗
装
の
褪
色
や
剥
離

が
見
受
け
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で

は
一
層
の
劣
化
が
進
行
す
る
も

の
と
考
え
る
。
本
市
の
貴
重
な

地
域
資
源
を
枯
渇
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
そ
の
雄
姿
を
末
永
く
保

存
し
、
未
来
に
伝
え
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
　

手
原
Ｓ
Ｌ
公
園
内
に

は
、
草
津
線
の
電
化
に

伴
い
廃
車
と
な
っ
た
蒸
気
機
関

車
を
展
示
し
、
栗
東
市
Ｓ
Ｌ
愛

好
会
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
の
同
好
会
で
保
存
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
大

変
感
謝
し
て
い
る
。
車
両
を
良

好
な
状
態
に
維
持
し
て
い
く
上

に
お
い
て
は
、
過
去
に
専
門
業

者
等
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
塗

装
や
整
備
に
加
え
て
、
上
屋
の

改
修
も
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど

の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
維
持
管
理
及
び
保
存
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。
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　新型コロナウイルスによる感染症が全国的に広がり、政府は感染症対策本部を設置し、総合的かつ強力に対策に
取り組まれているが、未だ感染が拡大傾向にあり、感染経路が判明しない事例も多くあります。
　このような状況下、国民の不安は払拭されず、国民生活や経済活動に甚大な影響が出ていることから、国と地方
公共団体が一体となって迅速かつ適切な対策を講じていく必要があります。
　よって、政府におかれては、下記の事項に鋭意取り組まれるよう、強く要望します。

記

１ 引き続き、関係省庁における情報共有・連携を密にし、検疫、入国管理体制の強化を徹底すること。
２ 国内の感染拡大の防止のため、マスクや手指消毒用アルコール等の必要物資の確保に努めるとともに、積極的に
 正しい情報を提供することにより、悪質な風評被害を抑止し、国民の不安払拭に最大限努めること。
３ 検査キット、治療薬、治療法およびワクチンの開発に官民挙げて迅速に取り組むとともに、医療機関等への適切な
 情報提供、支援対策を行うこと。
４ 経済的に甚大な影響を受けている事業者、とりわけ中小・零細事業者等に対し、迅速に適切かつ効果的な経営支
 援を行うこと。
５ 政府の要請に基づく学校の休校等による生徒および保護者等の負担と不安の一刻も早い払拭と生活支援に最大
 限の対策を講じること。
６ 地方公共団体が実施する新型コロナウイルス感染症拡大防止対策への十分な財政支援策を講ずること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（可決・全）

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策等を求める意見書

にお越しください傍聴
　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
　開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。
　日程については、現段階での予定であるため、変更になる
場合がありますのでご了承ください。
　また、手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務
局へ連絡をお願いします。
●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL : 551-0137　　FAX : 551-0146
　　　 : gikai@city.ritto.lg.jp

5月臨時会の予定
5月29日 本会議（議長選挙等）

6月定例会の予定
6月 9日 本会議（議案上程等）
　 16～18日 本会議（個人質問）

19・22日 予算常任委員会
    23～24日 総務・環境建設・文教福祉常任委員会
　　　29日 本会議（委員長報告・採決）

　これまでの議会の様子は、ＹｏｕＴｕｂｅの動画でご覧いた
だけます。 栗東市議会のホームページにリンクがありますので、
ご参照ください。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応にご協力をお願い
する場合が有ります。

　日本中、世界中で新型コロナウイルス感染症が流行っ
ている中、小中学校の休校や、卒業式・入学式などの
式典や、各種イベントにも影響が及び、３月４月は感染
予防、対策に明け暮れました。おだやかな日常を取り戻
すためにも、1日でもはやい収束を願うばかりです。
　３月定例会では、施政方針・教育方針について代表
質問や個人質問が行われ、議論伯仲の中で令和２年度
の予算が成立しました。
　市民の皆様から「議会だよりでは詳しい経緯まではわ
からない」とよく言われます。その声にお応えするために
も議会広報の役割を認識し、限られた紙面の中でもより
分かりやすい広報紙を目指し日々 研究を重ねています。
　栗東市は自然豊かな生き生きとしたまちです。そんな

「自然」に気づいていただき、皆様に感動を与えること
のできる議会だよりとなるよう改善を積み重ねて参ります。
どうか変わりませずご愛読いただきますようよろしくお願い
いたします。

編 集 後 記

議会広報編集特別委員会
　（委 員 長）　上石田昌子　　（副 委 員 長）　梶原　美保
　（委　　員）　林　　好男 　 中野　光一  　青木　千尋
　　　　　　　 川嶋　　恵 

本定例会では、意見書1件を可決し、政府関係機関に提出しました。意 見 書
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